コンポーザー・ピアニストに見られる時差 : ─Ernő Dohnányi 最晩年の演奏─ by 鈴木 啓資 & Keishi Suzuki






























　エルネー・ドホナーニ Ernő Dohnányi（1877 年 7 月 27 日 ポジョニ生─1960 年 2 月 9
日 ニューヨーク没）は、ハンガリーの作曲家・ピアニスト・指揮者・教育者である。ハ
ンガリー人としては、F. リストの次の世代で多方面に才能を発揮した音楽家の 1 人であり、
20 世紀のハンガリー音楽文化の主要な開拓者の 1 人とみなされている。
　1895 年に作曲したピアノ五重奏曲 Op. 1 は J. ブラームスより称賛され、ウィーンでの
演奏の機会を彼から与えられている。1898 年、指揮者の H. リヒターの誘いでロンドンへ
赴き、同地で演奏したベートーヴェンのピアノ協奏曲第 4 番が世界的名声を得るきっかけ
となった。また、1899 年には、自身のピアノ協奏曲第 1 番によりベーゼンドルファー賞














渡米後も精力的に録音を行っていた。今回、MTA BTK Zenetudományi Intézet, 20─21. 






このうち自作自演は、組曲や曲集からの抜粋であるものもあるが、25 曲 170 点程度とな
っている。
　今回はこれらの録音の中から、最も録音数が多い楽曲を選択し、彼の最後のリサイタル
でアンコールとしても演奏した、《6 つのピアノ曲 Op. 41》より第 2 曲 Scherzino と第 4
曲 Cascades に焦点を当てることとする。この《6 つのピアノ曲 Op. 41》は、1945 年にノ
イキルヒェン・アム・ヴァルデで作曲され、1．Impromptu　2．Scherzino　3．Canzo-
netta　4．Cascades　5．Ländler　6．Cloches で構成されている。初演は 1945 年にグラ
ーツにおいて、作曲者本人によって行われており、1947 年にロンドンの Lengnick 社によ
って出版された。




　ここでは上述した 2 曲のうち、Op. 41─2 の 7 種の録音を比較し、そこから見られる傾
向をまとめる。まず、以下に私の所有する録音についてまとめる。演奏日時が不明である
ものがあるものの、演奏された時期は 1952～56 年であり、多くが大学関係のリサイタル





Ⓐ 1952.03.21 FSU ＊1 Faculty Recital 2 : 07
Ⓑ 1954.03.38 Recital ─ Ohio University 2 :02
Ⓒ 1954.06.12 Recital ─ Ohio University 2 :02
Ⓓ 1955.05.01 Recital ─ Ohio University 1 :56
Ⓔ 1955.11.16 Lecture Recital ─ University of Wisconsin 1 :59
Ⓕ 1956.04.15 Recital ─ Ohio University 2 :06
Ⓖ n.d. ─ 2 :03




　「①冒頭を in tempo で演奏しない」ということについて、7 つの音源のうち、5 つの録
音ⒶⒷⒺⒻⒼでみられる。とくに小節の頭の音をテヌート気味に演奏することが多いが、
曲の冒頭ということで不自然ではないであろう。5 つの音源すべてにおいて、譜例 1 の 3




＊1　FSU とは Florida State University の略。ドホナーニはここで教鞭をとっていた。
　「② 16 小節目に表記のない rit. の追加」は、16 小節目の半音階で rit. をかけ、その次の
小節に入っていくことが多い。rit. をかけることにより、フレーズの終わりを示すことが
できると考えられるため、rit. がかけられていても違和感はない。48、80 小節目も同様の
音型であるが、譜例 2 に示したように poco rit. や rit. というドホナーニ自身による書き分
けが楽譜にみられる。
　3 つの録音ⒶⒺⒻにおいては、明確な rit. が聴きとれる。しかし、録音ⒷⒼではややテ
ンポが落ちているもしくは落とそうとしているように感じられるが、明らかに rit. をかけ
たという、明確な rit. にはなっていない。また、ⒸⒹの録音は完全に in tempo であり、
他と異なる。ⒸⒹは「①冒頭を in tempo で演奏しないということ」でも、その傾向が認
められなかったため、何らかの関連がある可能性も否定できないであろう。
　録音によって、表現や度合いが異なることを考慮すると、この箇所については作曲家が
楽譜に rit. を書き忘れたか、rit. を書くか悩んでいたという可能性が考えられる。しかし、
同様の箇所である 48 小節目と 80 小節目において、poco rit. と rit. という書き分けをして
いることから、書き忘れの可能性は極めて低いのではないだろうか。むしろ、楽譜の出版
段階では rit. なしで考えていたが、そのあとに rit. をかけるべきかどうか悩んでいる証拠
ではないかと考えられる。
譜例 2　13 ～ 16 小節、45 ～ 48 小節、77 ～ 80 小節の比較
　「③Ⅴ→Ⅰの進行において加速することがある」ということについては、譜例 3─1 に示
した 31～32 小節と同様の音型である 63～64、95～96 小節、譜例 3─2 に示した 34～35 小
節と同様の音型である 38～39、66～67、70～71 小節でみられる。譜例 3─1 ならびにそれ
─ 45 ─
と同様の音型の部分では、録音によってその傾向の見られる箇所が異なるため、どこで傾











演奏年月日 a）31～32 小節 b）63～64 小節 c）95～96 小節
Ⓐ 1952.03.21 × × 〇
Ⓑ 1954.02.28 × × 〇
Ⓒ 1954.06.12 〇 × △
Ⓓ 1955.05.01 △ × △
Ⓔ 1955.11.16 △ × 〇
Ⓕ 1956.04.15 〇 × 〇
Ⓖ n.d. △ × 〇
　次に、譜例 3─2 で示した 34～35 小節ならびにその同様の音型である箇所についてであ
るが、該当箇所において加速するという傾向は、すべての箇所に当てはまるものであった。








きりと聴きとれる、ドホナーニの演奏傾向であると考えられる。譜例 4 では 25～28 小節
を示したが、25～26 小節と 27～28 小節では同じ音型であっても演奏表現は異なる。譜例
4 の 25～26 小節においてはゆっくりとした、ためのある演奏であり、25 小節目の最初の
音をテヌート気味に演奏したり、その後のスタッカートをためたりするが、その後の 2 小
節はそのような傾向はなく、軽い雰囲気かつ in tempo で演奏している。
　ここで注目すべきことは、25～28 小節のうちの前半 2 小節というのは、その前にみら











演奏年月日 c）25～28 小節 d）57～60 小節 e）89～92 小節
Ⓐ 1952.03.21 〇 〇 △
Ⓑ 1954.02.28 〇 △ 〇
Ⓒ 1954.06.12 〇 〇 〇
Ⓓ 1955.05.01 〇 △ △
Ⓔ 1955.11.16 〇 〇 △
Ⓕ 1956.04.15 〇 〇 〇







小節目と 64 小節目、そして終わりの 3 小節である。終わりの 3 小節にある休符について
はフレーズ終わりの休符ではないこと、また、曲の最後であるため、今回は検討の対象外
とした。32 小節目と 64 小節目における傾向は、7 つの録音すべての程度がほぼ同じであ
り、休符を表記通りに待たず、あえて突っ込むかのような演奏をするということは、無音
の部分における傾向と考えることができるであろう。
















①冒頭を in tempo で演奏しない




※ ③については、譜例 3─1 と 3─2 の 2 つの要素が含まれているが、どちらの傾向も見られる場合を
〇とする。
〇…傾向が明確に認められる　△…傾向が多少認められる　×…傾向が認められない
演奏年月日 ① ② ③ ④ ⑤
Ⓐ 1952.03.21 〇 〇 〇 〇 〇
Ⓑ 1954.02.28 〇 △ 〇 〇 〇
Ⓒ 1954.06.12 × × 〇 〇 〇
Ⓓ 1955.05.01 × × 〇 〇 〇
Ⓔ 1955.11.16 〇 〇 〇 〇 〇
Ⓕ 1956.04.15 〇 〇 〇 〇 〇
Ⓖ n.d. 〇 △ 〇 〇 〇
─ 49 ─
5．Op. 41─4 についての考察




ⓐ 1954.06.12 Recital ─ Ohio University 2 :41
ⓑ 1955.05.01 Recital ─ Ohio University 2 :34
ⓒ 1956.04.15 Recital ─ Ohio University 2 :29＊2




ⓕ 1958.04.15 Recital ─ Ohio University 2 :24






　Op. 41─4 における演奏の傾向としては、「⑥ 3 拍目の短縮」と「⑦同じ音型の繰り返し
における加速」という 2 つのことが挙げられるであろう。
　また、演奏時間を比較するとわかる通り、最も速い演奏と遅い演奏の差が 23 秒もあり、
2 分 30 秒程度の曲において、この時間の差はかなりのものである。そのため、この演奏
時間の差は、誤差とは言えるものではないと考えられる。
　「⑥ 3 拍目の短縮」ということについては、冒頭の小節と同じ音型の小節で常にみられ
るものである。この楽曲は 4 分の 3 拍子であるが、譜例 6 に□で表記した 3 拍目にあたる





＊3　1956 年 11 月 12 日の録音は、ピアノ協奏曲の演奏会であったことがわかっている。資料には、この Op. 
41─4 の演奏がアンコールであるとは記載されていないが、録音にドホナーニ自身による曲目のアナウンスが
含まれていることから、この演奏はその演奏会におけるアンコールであったと考えた。
＊4　80. születésnap という記録があり、これは 80 歳の誕生日という意であるが、この演奏がドホナーニの誕

















　次に、「⑦同じ音型の繰り返しにおける加速」であるが、これは譜例 7 の 46～49 小節に
加え、59～62、95～98 小節において見られるものであり、これはドホナーニのフレーズ























記通りに待たず、早めに次の小節に入る」という 5 つのことを、Op. 41─4 においては、
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